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●　午前　

●　午後

雑木林の序伐作業徐伐作業の要領説明の様子（その２）

　午後は、新たに活動の対象になる公園入り口左側の竹と雑木の林で、樹木の伐採作業の要領を初参加
のメンバーに説明をしました。その後、常緑樹や枯れた竹の伐採作業に取り組みました。作業を終えて、道
具の手入れをした後、満開の桜の下を帰途につきました。

朝のミーティング

２０１４年 ４月 ５日（土）　１０時 ００分～１５時 ００分

金ヶ崎公園

エコウイング会員/８名、団体会員（明石高専）/５名、事務局/２名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 １５名

　今日は、新年度最初の活動でした。明石高専の先生・学生の皆さん５名を含め、１５名のメンバーが集まり
ました。今回初めて活動に参加する学生さんも２人いました。
　最初にいつものように、朝のミーティングで川島さんから最近のエコウィングあかしの最近の動きや連絡事
項について、説明がありました。続いて、森林ボランティアの「安全マニュアル」に基づき、里山整備の作業
に当たっての安全上の注意点や、事故防止について全員で再確認しました。
　その後、昼休みまでの間に、参加者全員で公園内を散策して、満開の桜やコバノミツバツツジの観察を楽
しみました。途中で、春の陽気の誘われたのか、アマガエルやトカゲの仲間も姿を見せました。

徐伐作業の要領説明の様子（その１）

 「ふれあいの里山」復活大作戦 



　　　　
　４月に入り、金ヶ崎公園は春の便りがたくさん見られました。
　植物では、春の里山を代表するコバノミツバツツジやヤマツツジがちょうど見ごろでした、また最近は姿を
見る機会が少なくなってきているカンサイタンポポの花も咲いていました。そのほかに、クサフジ、キランソ
ウ、クサイチゴ、ドウダンツツジなどの花が咲き、イロハカエデの若葉も伸び始めていました

MORIさんとHIROYA君の自然観察日記（その１）

作業を終え、満開の桜の下を吹き上げるメンバー

●　次回　： ２０１４年 ５月１０日（土）　１０：００から　定例活動。

　　　　次回の活動日は、５月の大型連休を避けて第２土曜日の５月１０日です。間違えないようにしてください。
　　　　たくさんの皆様のご参加をお待ちします。

活動後の道具の手入れ

コバノミツバツツジの花（その２）コバノミツバツツジの花（その１）

ヤマツツジの花 カンサイタンポポの花



イロハカエデの若葉と花

頭を出していたタケノコ

キランソウクサフジの花

MORIさんとHIROYA君の自然観察日記（その２）
クサイチゴの花

　公園内には、ソメイヨシノの花が満開で、オオシマザクラも咲きそろっていました。アセビの花も咲き残って
いました。竹林を探したら、タケノコも何本か頭を出していました。キノコの仲間も観察できました。

ドウダンツツジの花

オオシマザクラの花満開のソメイヨシノ アセビの花

キノコの仲間



ヒヨドリ

　野鳥では、コゲラ、アオジ、ヒヨドリ、エナガ、ハシブトガラス、メジロ、トビ、アオサギ、コサギなどの姿を確
認しました。ウグイスのさえずりも聞こえました。先月まで北浦池にいたカモの仲間は、北国に帰ったらしく、
姿が見えませんでした。

アオジコゲラ

　その他の生物では、公園を散策中に緑色と褐色のアマガエルが出てきました。トカゲの仲間のカナヘビも
這い出してきました。クマバチやゲジ(通称ゲジゲジ）、そしてクモの仲間も姿を見せました。

MORIさんとHIROYA君の自然観察日記（その３）

緑色のアマガエル 褐色のアマガエル カナヘビ

クマバチ クモの仲間ゲジ


